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レンジ台付収納庫の認定基準及び基準確認方法 

１.基準の目的 

この基準は、レンジ台付収納庫の安全性品質及び使用者が誤った使用をしないための必要事項

を定め、一般消費者の身体に対する危害防止及び生命の安全を図ることを目的とする。 

 

２.適用範囲 

この基準は、一般家庭の台所等で主として台所用品等の収納に使用される主要材料が金属製の

レンジ台(注 1)付収納庫(以下「収納庫」という) について適用する。 

(注 1) ここでいうレンジ台とは、一般家庭で使用される電子レンジを載せて使用するための台

のことをいう。 

備考:この基準の中で{トを付けて示してある単位及び数値は、従来単位によるものであって、

規格値である。 

 

３.安全性品質 

収納庫の安全性品質は、次のとおりとする。 

項 目 基   準 基 準 確 認 方 法 

１.外観及び

構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.収納庫の外観及び構造は次

のとおりとする。 

 

(1) 仕上げは良好で、組立時  

及び使用時に身体に傷害を

与えるようなばり、まく

れ、突起部、鋭い角部等が

ないこと。 

(2) 各部の接合及び組立ては確

実であり、また、座りは良

好で、本体には使用上支障

のあるがたつき等がないこ

と。 

(3) 扉、引出し、スライド式テ

-プル等の可動部分は、開

閉及び出し入れが円滑、か

っ、確実に行えること。な

お、スライド式テーブル

は、本体から容易に脱落し

ないこと。 

 

 



項 目 基   準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

２.耐荷重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) キャスタを有するものにあ

っては、可動防止のための

措置を講じていること。 

 

２．レンジ台にレンジ台の表示

耐荷重の〇倍の荷重を加

え、〇時間放置したとき、

扉、引出し等の開閉に支障

がなく、かっ、各部に破損

及び使用上支障のある変形

等がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



項 目 基   準 基 準 確 認 方 法 

３.側方耐荷

重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.レンジ台側方に〇の荷重を

左右交互に各〇回加えたと

き、荷重点位置の最大変位

量が〇以下であり、かつ各

部に破損及び使用上支障の

あるゆるみ、変形がないこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項 目 認定基準 基準確認方法 

４.安定性 

 

 

 

 

 

  

  

   

 

４.収納庫の安定性は、次のとお

りとする。 

(1) スライド式テーブルを有す

るものにあっては、スライ

ド式テーブルの表示耐荷重

の倍の荷重を加えたとき転

倒しないこと。 

    複数のスライド式テ-ブルを

有するものについては、す

べてのスライド式テーブル

について同時に、上記と同

様の荷重を加えたとき転倒

しないこと。 

       ただし、〇つ以上のスライ

ド式テープルを同時に引き

出して使用することを禁止

する旨が本体に表示されて

いるものにあっては、各ス

ライド式テ-ブルについて上

記と同様の荷重を加えたと

き転倒しないこと。 

 

 

 

(2) スライド式テープルのない

ものにあっては、収納庫を

〇のカで前方に引張ったと

き、転倒しないこと 

 

 

 

 

 

 



５.スライ

ド式テーブ

ルの強度 

５.スライド式テーブルを有す

るものにあっては、収納庫

を転倒しないように固定し

た状態でスライド式テ-ブル

を引き出し、これにスライ

ド式テ-プルの表示耐荷重の

〇倍の荷重を〇時間加えた

とき、スライド式テ-プル及

び各部に破損及び使用上支

障のある変形等がないこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 基   準 基 準 確 認 方 法 

６.スライド

式棚の強

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.スライド式棚を有するもの

にあっては、収納庫を転倒

しないように固定した状態

でスライド式棚を引き出

し、スライド式棚の表示耐

荷重の2倍の荷重を24時間加

えたとき、スライド式棚及

び各部に破損及び使用上支

障のある変形等がないこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



項 目 基   準 基 準 確 認 方 法 

７.引出しの

強度 

 

 

 

 

 

 

 

８.材料 

 

 

 

 

７．引出しを有するものにあって

は、引出し内に引出しの内

容量1L当たり 〇、最大で〇

の荷重を加え、引出しを引

き出した状態で〇時間放置

したとき、引出し及び各部

に破損及び使用上支障のあ

る変形等がないこと。 

 

８.耐食性材料以外の金属材料

は、防せい処理が施されて

いること。 

 

４.表示及び取扱説明書 

収納庫の表示及び取扱説明書は次のとおりとする。 

項 目 認定基準 基準確認方法 

１.表示 

 

 

 

  

  

   

 

１.製品には、見やすい箇所に容

易に消えない方法で、次の事

項を表示すること。 

  ただし、その製品に該当しな

い項目については、この限り

ではない。 

 

(1) 申請者(製造業者、輸入業者

等)の名称又はその略号 

(2) 製造年月(又はその略号)又

は輸入年月(又はその略号) 

(3) レンジ台、スライド式テー

フル (注 6)スライド式棚の

耐荷重ただし、単位は kgを

用いること。 

(4) スライド式テーブルを引き

出した状態で手をついた

り、寄りかかったりしない

こと。 

1 



(5) 使用時にキャスタのみによ

って収納庫の重量を負担す

る構造のものにあっては、

可動防止装置で固定して使

用すること。 

(注 6)スライド式テーフルの表示

耐荷重は、安全性品質項目 4

及び 5を同時に満足するも

のであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 認定基準 基準確認方法 

２.取扱説

明書 

 

 

 

  

  

   

 

２.製品には、次に示す趣旨の取

扱い上の注意事項を明示した

取扱説明書を添付すること。 

  なお、一般消費者が容易に理

解できるよう図で明示するの

が望ましい。 

(1) 取扱説明書を必ず読み、読

んだあと保管すること。 

    ただし、以下の各項目が、 

製品に容易に消えない方法

によって表示してあるもの

は、本項を省略してもよ

い。 

(2) 組立式のものにあっては、 

その組立方法及び注意 

(3) 電子レンジ台の位置。 

    ただし、(2)で明記してある

ものについてはこの限りで

はない。 

(4) 使用上の注意事項 

 



(a)瞎付けに際しては、高温に

なる場所、湿気の多い場所

は避け、水平で平たんな場

所に設置すること。 

(b)取扱説明書で指定されてい

る位置以外のところに電子

レンジを載せないこと。 

(c)地震時の転倒を防止するた

めには、別途処置を講ずる

こと。 

(d)収納庫の設置にあたって、

コ-ドの配線には足等が引

っ掛からないように注意す

ること。 

(5) 製造業者、輸入業者又は販

売業者等の名称、住所及び

電話番号。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


